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閉r願願……ｼ……1､‘､､｀8｀､月211日、町総合公園・陸上競技場でふるさどまづ及席順願W顕

顕示6知、町内外からの家族連れ約６万人が、ミュージ拶ﾖ望回

夕やかんぴょう踊り、夜空に打ち上げられた千二百発の花火を堪能しました。
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………医･･ ･ 療費の=･……動……向……'………:･7

　平成14年度の医療費は46億８干３百万円で、前年度比4.9％増となりました。 12年度にほぼ横ばいとな

りましたが、これは介護保険に移行した分かあるためで、実際には医療費は右肩上がりで増え続けていま

す。

　　　　　　　■■■■■■■■■■㎜■■■■■■■■■■㎜■■■■■■I■■■

一般･退職･老人ごとの医療費(平成14

年４月診療分～平成15年３月診療分)

と被保険者数の推移を示しています。

被保険者数は､年平均で表してあります。
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10年度　11年度　12年度　13年度　14年度

‐用丿語め説明………

(人)

15,000

14,000

13､000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

一般･退職･老人ごとの1人

当たり医療費(平成14年

４月診療分～平成15年3

月診療分)の推移を示して

います｡被保険音数は､年

平均のデータになります。

10年度　11年度　12年度　13年度　14年度

　　　※大きい数字は壬生町

　　　　小さい数字は栃木県です。

一　般……職場の健康保険に加入している人及び生活保護を受けている人以外の人で、75歳未満の

　　　　　人。（昭和了年９月30日以前の人ぱ老人”となります｡）

退　職……会社を退職し、国保に加入し年金を受けている人及びその家族。（老人保健の適用を受

　　　　　けるまでの間加入します｡）

老　人……75歳以上及び昭和了年９月30日以前に生まれた人。 65歳から75歳未満で市町村長の認定

　　　　　を受けた寝たきりの人。

医療費……§忿療費（入院・入院外・歯科）、薬剤の給付、入院時食事療養費、療養費、の支給の合

　　　　　計。ただし、一部負担金、入院時食事療養費標準負担額、訪問看護療養費を含みます。

　　　　　国民健康保険事業状況報告書（平成14年度と平成15年３月診療分を合算｡）より抽出。
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１

受診率

被保険者数で割/つ

1:かけると､‥100人

の受診件数（受診

､なります。

- … … － … … …

0
0

□受
診
率
（
％
）
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　　200､000 250,000 300,000 350､000

～平成14年度事業年報より～

400,000　　　　　450,000

　　　1人当たり診療費(円)

証』』が韻MS 91 ますJﾚﾑj,j

　国民健康保険被保険者証は毎年10月１日に更新されます。本年も９月24日頃、郵送で世帯主宛に発送の

予定となっております。到着までに数日を要すると思われますが、９月30日になっても届かない場合は、

町民生部保健課国民健康保険係（昔８１－１８３６）に問い合わせください。

　現在お持ちの被保険者証は、９月30日で期限切れとなりますのでご注意＜ださい。なお、10月１日以降

になりましたら、役場保健課か住民課または稲葉・南犬飼出張所へ必ず返還してください。
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健
康
だ
よ
り

58号

　
９
月
は
、
「
が
ん
征
圧
月
間
」
「
健
康
増
進
月
間
」
で
、
町
で
も
健
街
づ
く
り
教
室

や
検
診
、
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
が
ん
征
圧
月
間
に
合
わ
せ
、
が
ん
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
１
か
ん
〃
は
町
の
死
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。

　
平
成
1
5
年
の
町
の
死
亡
状
況
（
町
保
健
課
調
べ
）
は
次
の
と
お
り
で
、
３
３
６
人

の
死
因
を
み
る
と
が
ん
は
9
0
人
で
2
7
％
を
占
め
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
の
三
大
生

活
習
慣
病
で
5
5
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

死因別死亡（N＝336 : 100％）

事故３％-

自殺４％-

老衰４％･|

脳血管疾患

三大生活習慣病（N＝336 : 100％）

臓
器
別
が
ん

　
　
　
　
　
　
死
亡
数
割
合

　
臓
器
別
が
ん
死
亡
数
を
み
る
と
、
9
0

人
（
男
性
6
2
人
、
女
性
2
8
人
）
　
の
ト
ッ

プ
は
肺
が
ん
で
2
4
入
、
つ
い
で
大
腸
が

ん
、
胃
が
ん
、
肝
臓
が
ん
で
し
た
。

　
男
性
の
ト
ス
フ
は
肺
が
ん
で
２
１
入
、

女
性
は
犬
腸
が
ん
で
６
人
で
し
た
。

　
年
齢
別
死
亡
を
み
る
と
7
0
歳
代
が
3
6

人
で
最
も
多
く
、
6
0
歳
代
が
2
3
人
で
し

た
。

臓器別がん死亡内訳

子宮がん２％

乳がん２％

食道がん２

前立腺がん３

脈がん６

女（N＝28 : 100％）

　子肘ん９％

男（N＝62 : 100％）

胆がん９

膜がん

食道がん３％

舵肘ん５％

豚がん５ぬ

胆がん10

じ

人　　　　年齢別死亡状況□男□女�計
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１
か
ん
〃
と
は

　
私
た
ち
の
体
は
、
約
6
0
兆
個
の
細
胞

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
細
胞
は
こ
の
よ
う
な
正
常
細
胞

の
す
べ
て
の
細
胞
が
変
化
し
て
出
て
く

る
も
の
で
、
体
全
体
の
調
和
を
無
視
し

て
無
秩
序
に
増
え
縦
け
る
の
が
特
徴
で
、

原
因
と
し
て
引
き
金
の
発
が
ん
性
の
あ

る
化
学
物
質
や
放
射
線
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
人
の
ぶ
ん
〃
の
動
向

　
従
来
発
生
数
、
死
亡
数
が
多
か
っ
た

胃
が
ん
が
減
り
、
肺
が
ん
が
死
因
の
一

位
と
な
り
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前

立
腺
が
ん
な
ど
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
い
高
齢
者
の
が

ん
患
者
が
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま

す
。

４



が＆を夢帥旺。よ參 !|
　検診技術・治療方法の発達によって、がん患者の生存

率はかなり向上していますが、まずはがんにならないよ

うな生活をすることこそ、がんを防ぐ最善策です。

　異常を感じたら、早めに検査を受けましょう。

がんの危険信号を見逃さないための
　　　　　９つのポイント
１

２

３

４

舌

喉

食

皮膚

　頭

　道

胃

潰瘍が治りにくい

声がかすれる、のどかつまった感じがする

飲み込むときにつかえる

胃の具合が悪く、食欲がなくなり、好みも

変わった

５　　肺　　せきが続く、血痰がでる

６乳　　房　触るとしこりがある

７腎臓･膀胱･前立腺　尿の出が悪い、尿に血が混じる

８大腸･直腸　使に血や粘液が混じる

９子　　宮　生理不順、おりものや不正出血がある

ひとつでも気になる点があったら、検査を受けましょう。

一次予防のポイント

　　　　改善
　食生活の　と
　　　　禁煙

がん予防の12か条（国立がんｾﾝﾀｰ提唱）

↓

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

バランスのとれた栄養をとる

毎日、変化のある食生活を

食べすぎは避け、脂肪は控えめに

お酒はほどほどに

たばこは吸わないように

食べ物から適量のビタミンと繊維質を多くとる

塩辛いものは少なめに熱いものは冷ましてから

焦げた部分は避ける

かびの生えたものに注意

日光に当たりすぎない

適度に運動をする

12　体を清潔に

　
町
で
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
が
ん
な
ど
の
婦
人
が
ん
は
3
0
歳
か
ら
そ
の
他
の
が

ん
は
4
0
歳
か
ら
発
病
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
健
康

診
査
の
対
象
年
齢
に
な
り
ま
す
が
、
詳
細
は
、
保
健
課
健

康
増
進
係
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
昔
8
2
－
３
５
８
８

　
内
　
容

○
集
回
健
康
診
査

　
・
基
本
鮪
診
（
血
圧
測
定
・
眼
底
・
心
電
図
一
尿
・
血
液
検
言

　
・
肺
が
ん
Ｘ
線
検
診

　
・
大
腸
が
ん
（
検
使
２
日
法
）
検
診

　
・
胃
が
ん
Ｘ
線
検
診

　
・
子
宮
顕
部
が
ん
検
診

　
・
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
、
マ
ン
モ
Ｘ
線
検
査
）

　
・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
血
中
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）

　
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
・
骨
組
し
よ
う
症
検
診

○
歯
周
疾
患
検
診
（
歯
科
医
療
機
関
）

　乳がんは、注意していれば自分で発見できるがんです。毎月、

日を決めて（生理が終わった１週間後＜らい）チェックする習慣

ラを身につけましよう。

●鏡の前で

；①両腕を上下させ

プ　て、へこみやひ

５

　きつれがないか

　チェック

②乳首を軽＜つま

　んで、血液のま

　じった液が出な

　いかチェック

③わきの下に３～

　４本の指を差し

　入れて、指先を

　胸壁にそって

　ゆっくりすべら

　し、リンパ腺が

　はれていないか

　チェック

町
で
行
っ
て
い
る
健
康
診
査

早
期
発
見
・
早
期
治
療

　
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ
て
か
な
り
の
確

率
で
治
せ
る
病
気
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
が
ん
は
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
こ
と
が
多
く

気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
た
り
、
転
移
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
に
一
度
の
検
診
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

３～４本の指の腹

を使って乳房の外

側半分にしこりが

ないかチェック

二
次
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
は

-

-

●横になって

①腕を伸ばして頭の下に入れ、そろ

　えた３～４本の指

②腕を自然な位置に下げ、そろえた
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
を
！

Ｑ
：
地
域
住
民
の
健
全
な
る
育
成
の
た

め
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
が
老
朽
化
し
、
時
代
に
対
応
す
る

効
果
的
、
機
能
的
な
設
備
が
無
い
の
で
、

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ
：
町
に
は
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
拠
点
と
な
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
施
設
）
が
、
安
塚
地
区
と

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
（
睦
地
区
）
の
２
地

区
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

即
、
時
代
に
対
応
し
た
、
充
実
し
た
機

能
を
有
す
る
施
設
に
切
り
替
え
る
こ
と

は
大
変
厳
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
整
備
・
運
営

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

自
治
会
活
動
に
つ
い
て

Ｑ
：
役
員
だ
け
の
自
治
会
で
は
な
い
よ
。

地
域
に
開
か
れ
た
自
治
会
に
。
自
治
会

の
広
報
関
連
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。

自
治
会
の
事
業
計
画
の
充
実
と
拡
大
で

生
き
た
地
域
住
民
参
画
の
事
業
を
や
る

べ
し
。
広
報
の
配
布
組
織
だ
け
で
は
つ

ま
ら
な
い
。

Ａ
：
自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
住
民
活

動
組
織
で
あ
り
ま
す
の
で
、
独
自
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
事
業
の
展
開
が
主

要
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
活

動
か
地
域
の
み
な
ら
ず
ひ
い
て
は
町
の

活
性
化
に
通
じ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
各
自
治
会
組
織
の
上
部
組
織
に
は
町

自
治
会
連
合
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
地
域
自
治
会
の
要
望
を
踏
ま
え
、
地

域
活
動
が
有
効
に
実
施
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
自
治
会
長
は
契
約
年
数
を
決
め
て
、

も
ち
ま
わ
り
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
例

え
ば
最
長
５
年
。
そ
う
し
な
い
と
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
、
不
透
明
で
あ
る
。

実
際
疑
わ
し
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。

Ａ
：
自
治
会
長
の
年
数
は
、
現
在
経
過

状
況
で
毎
年
変
わ
ら
れ
て
い
ま
す
の
が

4
2
自
治
会
、
２
年
が
Ｍ
一
自
治
会
、
２
年

以
上
が
１
６
自
治
会
の
よ
う
で
す
。
町
と

し
て
は
各
自
治
会
の
運
営
に
よ
る
決
め

方
で
自
主
的
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
質
問
に
あ
り
ま
し
た
自
治
会
長
の
年

数
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
自
治
会
の

中
で
の
取
り
決
め
事
項
で
あ
り
ま
す
の

で
、
地
域
で
よ
く
話
し
合
わ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て

Ｑ
：
あ
る
保
育
園
の
保
母
（
所
長
）
が

朝
の
あ
い
さ
つ
も
で
き
ず
に
、
お
さ
な

い
子
ど
も
の
手
本
と
な
れ
る
の
か
。
人

に
よ
っ
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
ど
う

い
う
事
か
。
以
上
の
こ
と
を
し
っ
か
り

返
事
を
き
か
せ
て
ほ
し
い
。
（
広
報
を

通
じ
て
）

Ａ
：
朝
の
あ
い
さ
つ
は
１
日
の
始
ま
り
　
６

で
あ
り
、
子
ど
も
の
教
育
上
も
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
。
周
り
に
目
配
り
・

気
配
り
し
、
誰
に
も
明
る
く
元
気
に
あ

い
さ
つ
す
る
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
保
育
料
に
つ
い
て

Ｑ
：
子
ど
も
（
幼
稚
園
及
び
保
育
料
）

が
高
く
、
生
活
苦
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
は
確
か
で
す
。
も
っ
と
好
き
な
保
育

所
を
利
用
で
き
、
定
員
だ
か
ら
と
い
っ

て
補
助
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
納
得

い
き
ま
せ
ん
ね
。

Ａ
：
保
育
園
（
所
）
は
、
保
護
者
が
仕

事
や
病
気
・
け
が
な
ど
で
子
ど
も
を
保

育
で
き
な
い
場
合
、
保
護
者
に
か
わ
っ

て
保
育
を
す
る
施
設
で
あ
目
ソ
、
保
護
者

が
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
を
選
択
し

ま
す
。
年
々
、
保
育
需
要
は
増
加
し
、

定
員
を
超
え
て
の
受
入
れ
な
ど
で
対
応

し
て
お
り
ま
す
が
、
全
て
希
望
通
り
の

入
園
と
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
特
定
の
保
育
園
の
み
の
希
望
と
し

な
け
れ
ば
、
入
園
は
十
分
可
能
で
す
。

ま
た
、
保
育
園
の
入
園
に
つ
い
て
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
誕

生
月
に
よ
る
有
利
不
利
は
無
い
よ
う
配

慮
し
て
お
り
ま
す
。
保
育
園
の
保
育
料

に
つ
き
ま
し
て
も
、
園
で
定
め
る
基
準

額
の
約
６
割
程
度
に
抑
え
、
更
に
、
第

３
子
以
上
は
全
額
免
除
す
る
な
ど
、
保



護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て

９
・
行
財
政
の
合
理
化
に
カ
を
入
れ
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
等
の
福
祉
増
進
。

Ａ
：
育
児
不
安
等
の
相
談
業
務
や
保
育

資
源
の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開
設
し
、

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
学
童
保
育
の
充
実
を
！

Ｑ
：
学
童
保
育
の
充
実
を
早
急
に
。

Ａ
：
学
童
保
育
は
、
町
内
４
箇
所
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
に
委
託
し
、
運
営
し
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い

状
況
で
す
。
新
た
に
学
童
保
育
を
実
施

す
る
に
は
、
利
用
者
組
織
と
し
て
の
児

童
ク
ラ
ブ
の
創
設
が
必
要
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
組
織
化
と
と
も
に
、
学
校

の
余
裕
教
室
活
用
な
ど
、
学
童
保
育
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
を
！

９
・
子
育
て
支
援
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
保
育
時
間
外
、
親
の
都
合
が
悪
い

と
き
）
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
支
援
出
来
た
ら
。
そ
の
た
め
に
、
窓

口
は
行
政
側
で
運
営
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
壬
生
町
で
は
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

へ ~ ／

ア
ス
タ
ッ
フ
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
町

主
催
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
に
託
児
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
や

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

団
体
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
育

て
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
今

年
度
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

保
育
園
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

Ｑ
：
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、
保
育
園

の
利
用
が
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
そ
こ

を
利
用
し
、
こ
れ
か
ら
老
人
が
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
利

用
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：
少
子
化
か
進
む
中
、
核
家
族
化
や

夫
婦
共
働
き
な
ど
に
よ
り
保
育
需
要
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
他
の
施
設
に
利

用
（
転
用
）
出
来
る
保
育
園
は
、
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在
の
保
育
施
設

は
、
間
も
な
く
建
て
替
え
の
時
期
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
将
来
的
な

保
育
園
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
整
備
計

画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

保
育
園
の
統
合
や
民
営
化
を
進
め
る
こ

と
と
し
、
跡
地
と
な
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
高
齢
者
の
活
動
施
設
等
に
活

用
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
意
見
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
受
給
手
続
き
に
つ
い
て

Ｑ
：
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
を
も

ら
い
、
病
院
に
通
っ
た
ら
、
Ｉ
ケ
月
後

に
ま
た
病
院
へ
行
き
、
証
明
書
に
記
入

し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
役
場
へ
行
き
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
入
金
と

い
う
面
倒
な
事
は
子
ど
も
を
持
つ
親
に

す
る
と
大
変
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

他
県
で
は
受
給
者
証
を
見
せ
れ
ば
、
無

料
で
見
て
い
た
だ
け
る
所
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
し
く
み
に
し
て
頂
け
れ
ば
、

２
・
３
人
子
ど
も
が
い
た
と
し
て
も
生

活
が
楽
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

Ａ
：
他
県
に
於
い
て
は
現
物
給
付
（
乳

幼
児
医
療
費
自
己
負
担
分
を
病
院
の
窓

口
で
支
払
を
し
な
い
）
を
導
入
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
制
限

な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
本
県

で
は
一
部
の
町
で
現
物
給
付
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
大
半

は
壬
生
町
と
同
じ
方
式
で
す
。
今
ま
で

-

の
方
式
で
す
と
確
か
に
手
続
き
が
面
倒

で
皆
様
方
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入

す
る
と
、
医
療
費
が
１
・
５
倍
に
増
加

す
る
こ
と
が
統
計
で
は
現
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
打
ち

切
り
や
県
の
指
導
が
あ
り
、
全
国
的
に

医
療
費
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
の
中
、

国
や
県
の
動
向
を
み
な
が
ら
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
障
害
者
へ
の
声
か
け
に
つ
い
て

９
・
障
害
者
の
家
庭
に
は
年
１
回
は
町

の
ほ
う
か
ら
声
を
か
け
て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
地
区
ご
と
の
民
生
委
員
（
福
祉
委

員
）
が
、
常
に
担
当
区
域
内
の
住
民
の

生
活
実
態
と
福
祉
問
題
等
を
調
査
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
で
、
障
害

者
の
家
庭
に
声
を
か
け
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
役
場
福
祉
課

社
会
福
祉
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

重
度
障
害
者
の
た
め
の
施
設
の
充
実
を
！

９
・
重
度
障
害
者
の
施
設
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
弱
者
に
も
生
き
る
権

利
は
あ
り
ま
す
。
健
康
な
人
に
比
べ
れ

ば
少
数
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
事
者

に
と
っ
て
は
重
大
な
問
題
で
す
。

Ａ
：
現
在
、
町
（
国
、
県
）
で
は
、
障

害
者
の
方
に
は
、
入
所
施
設
で
は
な
く

通
所
の
施
設
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
在
宅
で
生
活
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に
利
用

し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
犬
の
「
フ
ン
害
」
に
罰
則
を
！

９
・
私
の
家
も
犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
が
、

畑
の
方
に
散
歩
に
行
く
と
、
犬
の
フ
ン

だ
ら
け
で
す
。
き
た
な
い
。
他
の
町
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
罰
則
に
し
て
ほ
し
い
。

△
∵
・
今
ま
で
も
、
広
報
等
で
犬
の
飼
い

方
等
、
飼
主
に
向
け
て
モ
ラ
ル
の
徹
底

の
啓
発
に
努
め
る
他
、
フ
ン
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
持
帰
り
の
励
行
を
広
報
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
飼
主
の
モ
ラ
ル
の
徹
底
を
積

極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
資
源
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

Ｑ
：
資
源
ご
み
の
こ
と
で
す
が
（
古
新

聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
を
町
の
方
で
は
な

い
人
が
集
め
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
。
３
～
４
グ
ル
ー
プ
の
人
が

い
ま
す
。

Ａ
：
現
在
、
毎
月
１
～
２
同
程
度
区
域

を
定
め
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
違

法
業
者
に
は
持
ち
去
り
に
つ
い
て
厳
重

に
注
意
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
町
の

一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
処
理
計
画

に
基
づ
く
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
　
７

り
ま
す
。



　
歯
の
フ
ッ
素
塗
布
に
つ
い
て

Ｑ
：
子
ど
も
の
歯
の
フ
ッ
素
塗
布
が
な

く
不
便
で
す
。
実
現
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
現
在
、
町
で
は
１
歳
６
ヶ
月
・
２

歳
・
３
歳
健
診
時
に
健
診
及
び
歯
の
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
実
施
し
て
お
り
、

虫
歯
予
防
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
フ
ッ
素
塗
布
は
、
６
歳
児
及
び
７
歳

児
に
対
し
、
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る
時

期
に
、
下
都
賀
郡
市
歯
科
医
師
会
で
無

料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
個
別
健
診
診
察
券
の
配
布
を
！

９
・
4
0
歳
以
上
の
人
に
都
合
の
よ
い
日

に
診
察
券
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

壬
生
町
で
は
、
集
団
検
診
し
か
で
き
な

い
ら
し
い
の
で
す
が
、
改
善
の
余
地
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
昭
和
5
8
年
か
ら
老
人
保
健
法
に
基

づ
く
保
健
事
業
と
し
て
集
団
健
診
と

医
療
機
関
に
よ
る
個
別
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
医
療
機
関
実
施
者
が

少
な
く
医
療
機
関
と
協
議
の
結
果
、
平

成
１
３
年
度
か
ら
集
団
健
診
の
み
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　
年
間
3
1
回
、
会
場
も
皆
様
が
受
診
し

や
す
い
よ
う
に
考
え
実
施
し
て
お
り
ま

す
。地

域
の
特
性
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
農
産
物
の
販
売
を
！

Ｑ
：
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
産
物

の
販
売
が
で
き
る
場
所
を
設
け
た
り
、

農
家
の
方
の
手
作
り
惣
菜
な
ど
壬
生
町

ら
し
い
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
が
徐
々

に
で
も
で
き
た
ら
う
れ
し
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。

Ａ
：
現
在
、
県
内
各
地
に
お
い
て
消
費

者
、
生
産
者
、
関
係
団
体
、
市
町
村
が

連
携
し
て
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産

物
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
「
地
産
地

消
」
と
い
う
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
地
域
農
産
物
を
い

く
つ
か
の
直
売
所
で
販
売
し
た
り
、
農

村
レ
ス
ト
ラ
ン
や
学
校
給
食
へ
の
材
料

と
し
て
提
供
す
る
な
ど
安
全
・
安
心
・

新
鮮
な
農
産
物
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
農
産
物
に
よ
る
農
産
物

加
工
品
の
開
発
や
地
域
色
豊
か
な
郷
土

料
理
の
伝
承
と
新
し
い
料
理
の
開
発
・

普
及
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
万
平
地
林
の
保
全
に
つ
い
て

Ｑ
：
平
地
林
の
保
全
に
つ
い
て
町
が
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
：
町
で
は
平
成
５
年
度
に
「
壬
生
町

平
地
林
保
全
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ

ま
で
に
平
地
林
保
全
対
策
モ
デ
ル
事
業

の
一
環
と
し
て
、
「
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子

の
森
」
や
「
わ
ん
ぱ
く
北
っ
子
の
森
」

を
学
習
林
と
し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
に
町
の
特
色
あ
る
原
風

景
を
造
り
出
し
て
い
る
緑
豊
か
な
平
地-

林
の
保
全
の
重
要
性
を
認
識
し
、
こ
れ

ら
の
意
識
啓
発
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
土
地
所
有
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
平
地
林
の
保
全
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
睦
っ
ぃ
子
の
森
に
遊
具
を
１
・

９
・
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子
の
森
公
園
に
子

供
向
け
の
遊
具
が
ほ
し
い
。
ブ
ラ
ン
コ
、

す
べ
り
台
、
平
地
林
を
利
用
し
た
自
然

に
ふ
れ
あ
い
の
で
き
る
夢
の
あ
る
遊
び

が
で
き
る
よ
う
な
設
備
は
ど
う
か
な
あ

と
思
い
ま
す
。

Ａ
：
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子
の
森
は
、
貴
重

な
平
地
林
や
緑
を
保
全
・
活
用
し
な
が

ら
自
然
を
守
り
育
て
、
親
し
み
、
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
学
習
林
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
わ
ん
ぱ
く

睦
っ
子
の
森
に
お
い
て
は
、
一
般
の
公

園
と
は
異
な
り
、
な
る
べ
く
遊
具
な
ど

を
設
置
し
な
い
自
然
の
ま
ま
の
形
態
を

保
持
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
教
育
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ
：
周
辺
都
市
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

商
業
に
力
を
入
れ
、
町
で
は
ｋ
ｌ
と
い

わ
れ
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
若
者
が
壬

生
町
を
利
用
す
る
よ
う
に
。

Ａ
：
商
工
会
商
業
部
会
で
は
「
ま
ち
の
駅
」

を
想
定
し
た
話
題
が
出
て
お
り
ま
す
。

９
・
蘭
学
通
り
に
Ｃ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
屋
さ

ん
が
で
き
る
と
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。

パ
ン
屋
さ
ん
が
シ
ン
ユ
ー
の
前
の
店
舗

に
入
る
と
人
が
集
ま
っ
て
に
ぎ
わ
う
と

思
い
ま
す
。

Ａ
：
こ
こ
数
年
蘭
学
通
り
沿
線
商
店
の

廃
業
に
よ
る
空
き
地
が
増
え
て
お
り
、

商
工
会
・
商
店
会
等
を
含
め
空
き
店
舗

対
策
を
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ
：
歴
史
的
な
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う

か
。

Ａ
：
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
３
月
に
五
町

文
化
財
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
三
川
町
・
南
河
内
町
・
壬
生
町
・

石
橋
町
・
国
分
寺
町
）

勤
労
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
　
…
…

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
ド

Ｑ
：
勤
労
者
に
対
す
る
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
活
動
が
少

な
い
と
思
う
。
働
い
て
い
る
人
は
平
日

の
サ
ー
ク
ル
・
イ
ペ
ン
ト
な
ど
に
参
加

で
き
る
は
ず
も
な
く
、
子
ど
も
、
老
人

の
施
設
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
税

金
を
払
っ
て
い
る
勤
労
者
に
対
し
て
は

町
の
行
政
は
冷
た
い
と
思
う
。

Ａ
：
勤
労
青
少
年
の
福
祉
と
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
昭
和
5
3
年
４
月
に
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
を
建
設
し
青
少
年
を
対

象
に
憩
い
と
集
い
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
開
館
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の

一

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
と
定
め

ス
ポ
ー
ツ
・
教
養
講
座
等
の
事
業
を
開
　
８

催
し
て
お
り
ま
す
。
（
一
度
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
）

身
近
な
商
店
街
の
活
性
化
を
！

Ｑ
：
壬
生
町
に
来
て
日
も
浅
く
、
勤
め

先
等
の
関
係
で
宇
都
宮
と
の
関
わ
り
が

深
く
、
壬
生
町
の
行
政
に
関
し
、
生
活

に
関
し
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
常

の
買
い
物
は
自
動
車
で
宇
都
宮
に
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
自
転
車
で
行
け
る
商

店
街
が
近
く
に
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
中
学
生
が
利
用
で
き
る
施
設
も
少
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

Ａ
：
商
工
会
に
よ
り
「
街
づ
く
り
活
性

化
事
業
」
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま

す
。お

も
ち
や
団
地
の
活
性
化
を
！

Ｑ
：
壬
生
町
（
お
も
ち
や
団
地
）
の
活

性
化
を
図
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
作
る
な
ど
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
お
も
ち
や
団
地
で
は
「
活
性
と
再

生
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
研
究
が
進
め
ら

れ
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

総
務
部
企
画
財
政
談
企
画
調
整
係

　
　
音
8
1
－
１
８
１
３
・
１
８
１
４



行政祖談委員は身近ね湾||談祖手

行
政
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
な
ど
し
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月
と
1
0

月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
の

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
1
0
月
1
8

口
～
2
4
口
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
内
容
は
？

　
役
所
の
仕
事
（
国
の
仕
事
、
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
仕
事
、
県
、

町
の
仕
事
で
国
か
ら
任
さ
れ
て
い
る
・

補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
）
や

手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て

○
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
あ
る

○
こ
う
し
て
ほ
し
い

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置

　
な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

　
い
て
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

　
か
ら
な
い

○
手
続
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
係
で
制

　
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

-

等
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
道
路
、
交
通
、
税
、
年
金
、
保
健
・

福
祉
、
環
境
な
ど
、
分
野
は
問
い
ま
せ

ん
。相

談
は
ど
こ
に
？

　
行
政
相
談
の
窓
口
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
で
す
。

本
町
で
も
左
記
の
と
お
り
特
設
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月
Ｉ
回

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

電
話
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。特

設
行
政
相
談

情
報
公
開
制
度
利
用
状
況

「
情
報
公
開
制
度
」

９

　
平
成
1
5
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解
・
信
頼
を
深
め
、
「
よ
り
開
か
れ
た
町

政
」
の
実
現
の
た
め
、
町
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
1
5
年
度
の
公
開
請
求
は
次
表
の
と
お
り
で
８
件
で
し
た
。

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
文
書
法
規
係
　
音
8
1
－
１
８
０
７

No. 受付日 情　報　の　内　容 公開の
可　否 決定日 担当課

１
平成15年
６月23日

平成14年度財産取得に関する一連の書類

・壬生小パソコン購入関係

平成14年度財産取得に関する一連の書類

・稲葉小・北小パソコン購入関係

部分
公開

平成15年
７月７目

学　校
教育課

２
平成15年
６月24目

平成15年度パソコン整備事業の設計業務委

託契約書の写し
公開 平成15年

７月７目
学　校
教育課

３ 平成15年
７月２日

壬生町の一般会計・農業集落排水特別会計・

下水道事業特別会計・水道事業の４会計に

関する起債残高及び借入内容（具体的には

平成14年度末における各起債ごとの残高・

金利及び借入先に関する全ての書類）

公開
平成15年
７月11日

企　画
財政課

４
平成15年
７月14日

壬生小学校のパソコン備品台帳のコピー

（機種名、台数）Ｈ年度購人分

液晶プロジェクター（機種名、台数）

Ｈ年度購人分

公開
平成15年
７月22目

学　校
教育課

５
平成15年
７月14日

水需要調査票に示された人口予測と一人当

たり有収水量の具体的な予測方法や基礎的

データーが記載された資料

公開
平成15年

７月28日 水道諜

６
平成15年

10月21目

町償の繰上げ償還に関し、借入先との契約

内容の公開

別紙（省略）町償及び企業債の一覧表に記

載した借入について、繰上償還に関する約束

の有無または、約束がある場合は、その内容

取下
平成15年

10月27日
企　圃
財政課

７ 平成16年
３月５日

市町村合併に関する財政シュミレーション

の調査に関するものすべて（予算、執行及

び報告書に類するものを含める｡）

部分
公開

平成16年

３月19日 総務課

８
平成16年
３月17日

安塚駅東開発計画について 部分
公開

平成16年

３月26目
地域振興
対策課

日
　
時
　
1
0
月
2
1
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
3
0
分
～
４
時

場
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

　
橋
詰
　
通
　
行
政
相
談
委
員

　
住
所
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
昔
8
2
－
０
２
５
９

　住大　所ｽ森

曹壬･忠
　
行
政
相
談
委
員

生
町
通
町
３
－
1
2

8
2
１
２
０
３
３



壬生町と水口町の中学生が交流体験

滋賀県水口町との姉妹都市交流事業

　
今
年
で
７
回
目
に
な
る
本
事
業
が
、
８
月
３
日

か
ら
８
月
５
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
水

口
町
か
ら
の
中
学
生
使
節
団
を
お
迎
え
す
る
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
目
目
は
生
涯
学
習
館
に
お
い
て
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
を
紹
介

し
た
り
、
壬
生
町
の
中
学
生
が
準
備
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
グ
ー
ム
等
を
楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
に
う

ち
と
け
て
い
き
ま
し
た
。
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広

場
で
の
夕
食
後
も
体
育
館
に
集
ま
り
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
や
、
班
別
対
抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
学
校
対

抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
同
じ
部
屋
に
宿
泊
し
ま
し
た
が
、
両
町

一

の
中
学
生
の
親
交
は
お
そ
ら
く
深
夜
ま
で
続
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
２
日
目
は
日
光
見
学
。
壬
生
町
の
中

学
生
が
ガ
イ
ド
役
に
な
り
、
水
口
町
の
中
学
生
を
束

照
宮
や
華
厳
の
滝
に
案
内
し
ま
し
た
。
み
ん
な
世
界

遺
産
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
町

に
戻
っ
て
か
ら
歓
送
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
が
、
お
互
い
の
連
絡
先
を
交
換
し
合
う
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
後
水
口
町
の
中
学
生
は
初

め
て
の
そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い
　
（
関
西
は
う
ど
ん
が

主
流
の
様
で
す
）
、
３
日
目
は
歴
史
民
俗
資
料
館
、

お
も
ち
や
博
物
館
等
を
見
学
し
、
壬
生
町
を
後
に
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
中
学
生
は
、
相

手
の
町
の
様
子
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
自
分

の
住
む
町
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

-

　
壬
生
町
の
中
学
生
の
感
想
の
二
郎
を
紹
介
し
ま
す
。

○
今
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
水
口
町
の
こ
と
が
、

　
少
し
だ
け
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
い
つ
か

　
水
口
町
を
訪
れ
て
み
た
い
で
す
。

○
水
口
町
の
人
は
み
ん
な
明
る
く
て
優
し
い
人
達
で
、

　
す
ぐ
に
友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

　
初
日
の
夜
に
や
っ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
み
ん
な
で

　
楽
し
く
遊
び
、
１
目
目
で
ほ
と
ん
ど
の
人
達
と
友
達

　
に
な
れ
ま
し
た
。
短
い
間
だ
っ
た
け
れ
ど
、
交
流
会

　
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
部
屋
で
の
行
動
、
食
事
、
ド
ッ

　
ジ
ボ
ー
ル
、
日
光
見
学
。
私
に
と
っ
て
は
全
部
楽
し

　
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
水
口
町
の
皆
さ
ん

　
に
会
い
た
い
で
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
滋
賀
県

　
に
遊
び
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
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一農鮭宙腿辺回血恵u翫む厦漣勉際ｼ………5ls………ｼﾞｼ‥

………=……………………………=………:==………………………………………=……=六=…………………………=･……………=‥………………=……壬･一生町農村生活研究ｸﾞﾙ=ﾌﾟ協議会

-

　
農
村
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
地
道
な
活
動
を
し
て
い
る

壬
生
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
（
鯉
沼
玲
子
会
長
）

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
、
現
在
壬
生
町
内
の
専
業
農
家
、
兼
業
農
家
、

非
農
家
の
女
性
、
９
グ
ル
ー
プ
5
9
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
の
協
議
会
名
は
、
壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
会

で
し
た
が
、
農
村
生
活
の
研
究
と
今
ま
で
の
活
動
を
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
1
3
年
度
よ
り
現
在
の
名

称
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
昭
和
3
7
年
の
設
立
以
来
、
仲
間
づ
く
り
、
食

生
活
の
向
上
、
健
康
管
理
、
地
域
づ
く
り
等
生
活
向
上
を
目

指
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
取
り
組
み
、
年
２
回
、
各
グ
ル
ヒ
フ
ご
と
に
花

苗
を
各
地
域
に
植
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
会

員
の
興
味
の
あ
る
こ
と
、
勉
強
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
学
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
料
理
講
習
会
、
健
康
づ

く
り
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
視
察
研

修
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
各
グ
ル
ー

プ
は
、
年
齢
層
が
様
々
な
の
で
、
世
代

を
越
え
た
交
流
は
何
か
と
勉
強
に
な
り

ま
す
。

J蛸副IIM

』

パソコツ叙縛

　　　一･・lﾆM!

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
活
動
を
推
進
！

　
今
後
は
、
様
々
な
学
習
活
動
や
仲
間

づ
く
り
を
通
し
て
も
っ
と
充
実
し
た
、

そ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
！

　
み
な
さ
ん
も
是
非
、
お
友
達
、
近
所

の
方
と
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
？

　
年
齢
等
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑤年間丿舌動内容⑤

-花いっぱい運動（年２回　春と秋）

健康づくり教室（ウォーキング、太極拳教室、ハーブ料理等）

ふるさと祭り参加、パソコン教室

全体交流会（寄せ植え教室、手作り味噌品評会等）

視察研修、産業祭出店（赤飯等販売）

夏（７月～８月）

秋（９月～11月）

j=ｼ…………=……………………………………､……………………………………………………………………ii……;…
……
……J……………=j………………　各グループごとに味噌づくり

綴巻荒尊袋肖柵jS調箇y　料理教室（キムチ作り、会員を講師にしでの料理講習会等）

1…………=万1…………:…………………………J……………………………………………づ=……………………:………=ぐ……………　定期総会

特
９
グ
ル
ー
プ
構
成台

坪
生
研

上
坪
生
研

嘉
陽
会

鹿
島
ク
ラ
ブ

北
小
林
生
研

あ
ざ
み
会

弥
生
・
四
ツ
葉
会

ひ
ま
わ
り
会

あ
す
な
ろ

…
…
問
合
せ
先

　
経
済
部
農
務
課
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
４
０
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心 ゛

-

まちのわだい

　８月21日、黒川の里ふれあいプール入場者が、昭和61年の

オープン以来通算150万人を突破し、町長・助役・教育長列

席のもと、達成記念セレモニーが行われました。

　幸運な150万人目の入場者となったのは、宇都宮市から来

た越野有紀さん、長谷川真理さん、小林朋実さんの小学校５

年生三人組です。三人は、「毎年２・３回は必ず来ているけ

ど、150万人目になるなんて信じられない。とてもうれしい

二　です｡」と笑顔で喜んでいました。惜しくも前後の入場者と

なった鹿沼市の狐塚さん、宇都宮市の須釜さんとともに、清

水町長から記念品が贈られました。

　なお、猛暑となった今年度のプール入場者は、53､383人

（前年増36％）に達しました。

保育園児が外国人（外国語指導助手）と交流

　　　　　　　　　　　　　英語でゲームを楽しむ
　８月18日、とおりまち保育園を外国語指導助手（ＡＬＴ）が

諮問し､………園1･･児｡｡･･との交流会が行われましたj｡………………………

…………町ではJ幼年期に外国人との触れ合い=を通して、外国への関

心と英語に対しての親しみを持ってもらおうと、中学校や小学

校での英語の指導を目的として町が招致しているＡＬＴの、マ

イケル・メネセスさん（アメリカ国籍）とローラ・バナマンさ

ん（イギリス国籍）のご協力により、今回初めて実現しました。

　交流会では、当初、緊張気味だった園児たちもすぐにお二人

に打ち解け、いっしよに英語の歌を歌ったり、簡単な英語を使っ

てのカルタ取りや、ピンゴゲーム、フルーツバスケットなどの

ゲームで楽しいひとときを過ごしました。

　なお、やすづか・いなば・しもだい・すけがいの各保育園で

も８月19日から31日にかけて実施され、大変好評でした。
みんなで楽し＜フルーツバスケット

横断歩道で視覚障害者の歩行介肋を体験

　次代を担う中・高校生たちに福祉に対する理解と関心を高めて

もらおうと、町社会福祉協議会主催のボランティアサマースクづレ

が、８月９日から４日間、町保健福祉センターで実施されました。

　参加したのは壬生中学校・南犬飼中学校・壬生高校の生徒17名

で、車いすの介助の仕方や自助用具を使った食事体験（食事介助）、

手話体験や高齢者疑似体験などを行いました。視覚障害者の歩行

介助の仕方では、二人一組となって目隠しをし白状を持った相手

を介助しながら実際に横断歩道を渡る体験をし、生徒たちは怖かっ

た、危なかったと感想を述べ、見えないことの不自由さを肌で感

じたようです。生徒たちはこのスクールで、より一層福祉に対す

る関心を高めたようです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

火矢言言水害等の非常時に備えて

町消防団(中根幸男団長･団員202名)の夏季点検が､8月

１日、午前６時から町総合運動場で実施されました。

　点検は消防関係殉識者に対する黙祷の後、団員一人ひとりの

服装に乱れはないか、機械器具の整備はされているか等細部に

わたり点検が行われ、全分団一斉にポンプ操法及び、放水点検

が行われました。

　点検終了後清水町長から、「日頃の訓練の成果が十分発揮さ

れ、４万町民の負託に応え得る点検を見せていただき大変心強

く感じます｡」との講評がありました。

町消防団夏季点検

　藤井小学校４年の篠原麻佑さんが、７月25目、東京都の駒沢体育館で行わ

れた全国少年少女レスリング選手権大会で、小学生女子４年生24kg級に出場

し、見事優勝を果たしました。

　篠原さんは、幼稚園の年長兄の頃からレスリングを始めたそうです。今後、

更なる活躍が期待されます。

『校舎内に不審者侵入』　危機管理の再点検を図る

　刃物を持った不審者が教室に侵入したと想定した「不審者侵入時訓練」

が、８月６日、南犬飼中学校で同校教職員約40名が参加して実施しました。

　訓練は、不審者役を教師や元Ｋ一１選手の山内卓さんが扮して行われ、

不審者発見と同時にホイッスルを鳴らして不審者の侵入を知らせ、生徒へ

の避難指示、110番通報などを確認し、モップや椅子、机、ネットなど身

近にある用具を使っての不審者の危害防止や取り押さえ方が行われ、緊急

時の一連の対応を再確認しました。

　訓練後の講評では、訓練を指導した粟島誠司巡査部長（上田駐在所）並

びに山内さんから、緊迫した状況の中でも冷静な対応を、また、無理な深

追いはしないようになどの助言がありました。

南犬飼中学校

　元全日本代表の部並敏史さん（現在、東京ヴェルディのユース

監督）を迎えて、東京ヴェルディ小山支部主催による少年サッカー

教室が８月27［］、町総合公園陸上競技場で開催されました。

　教室には、町内から壬生ＦＣユナイテットと壬生町ＪＳＣのチー

ムのほか、町外のチームから約100名が参加して行われ、部並さ

んが難しいプレイをいとも簡単に披露すると、子供だちからは

「スゲー」といった言葉が漏れ、一流のボール裁きに感心してい

ました。都並さんからは、「サッカーは片足で立ってプレイする

ことが多いスポーツです。　しっかり地面をつかんで｡」などとア

ドバイスを受けていました。
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]のﾉ言広万IE場ブ

一

？
イ
ド
Ｃ

　
Ｉ

わ
が
寂
の

　次回は11月生まれのアイドルを募集します。

(締切10月20日)。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所に氏名､ぐ保護者名､‥生年月日、

電話番号を書いlてl……役=揚企'薬I財放課(直接或

は郵便で〒32ド｡･0292壬生町通町12－22)ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

▲お話ひろば　第２回夏休みフェア

８月６日　於：町立図書館

　『壬生町朗読ボランティアグループ

ひばり』では、毎月第２、第４土曜

日、午後２時から２時45分まで町立　゛

図書館で、本の　み聞かせや紙しば　

ｊ

い、折り紙などの「お話広場」を開

設しておりますので、お気軽におこ

しください。

大
塚
千
貫
ち
ゃ
ん
（
下
表
町
）

　
　
（
Ｈ
1
5
・
９
・
2
1
生
）

j I I ･ . ･

･ . ● ･

・ ・

■ |

漏IﾘいSSI･　　y………'111111�-　Ly::………:

奥村亮斗ち如ﾉん･(方丿町)ご………………

　　(H14.9.23生)

蔑
葉
真
寿
海
ち
ゃ
ん
（
下
馬
木
）

　
　
（
Ｈ
1
4
・
９
・
1
5
生
）

………………………わだ･る………………………………i………………………

……………=……………相馬…………航ち･如.･ん:･.･･(上表町)…………

　　　　　　(H14.9.20生)

タカラ'おもちやランド　．･

　　　　　　チョロＱまつり！

７月19日　於：おもちや博物館

児
童
館
陶
芸
教
室

８
月
３
日
　
於
：
大
塚
匠
工
房

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
字
助
谷
）

Ｓ
Ｑ
Ｍ
｡
〔
ｌ
ｐ
ｈ
=
=
'
４

Ｈ



なみ士|/むｮ|

浅
井
梨
那
ち
ゃ
ん
（
福
和
田
）

　
　
（
Ｈ
‥
目
・
９
・
2
7
生
）

秋沢尚平ちゃん（下坪）

　　（H 15.9.11生）

心･新たな愛称でリフレッシュ

“９ンシ９４知７糾y許参響ﾌﾞ゛ヨ。青少年ｸﾗﾌﾞ協議会
　
主
に
農
業
後
継
者
を
中
心
に
、
相
互

情
報
交
換
を
図
り
、
町
の
行
事
へ
参
加

協
力
し
た
り
、
他
地
域
の
ク
ラ
ブ
員
と

の
交
流
を
図
る
な
ど
、
充
実
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
壬
生
町
青
少
年
ク
ラ
ブ

協
議
会
（
粂
川
　
肇
会
長
）
を
紹
介
し

ま
す
。

　
協
議
会
は
現
在
、
総
勢
2
0
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
年
齢
層
は
1
9
歳
～
3
0
歳

過
ぎ
の
方
々
ま
で
い
ろ
い
ろ
で
す
。
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
や
苦
労
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
方
を
ク
ラ
ブ
員

み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
こ
の
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の
大
き
な

特
徴
で
す
。
今
ま
で
は
、
農
業
後
継
者

の
占
め
る
割
合
が
多
く
、
一
般
の
方
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
団
体
で
し

た
が
、
現
在
で
は
会
社
勤
め
の
方
な
ど

心･

も
積
極
的
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
こ
の
ク
ラ
ブ
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
厳
選
な
審

査
に
よ
り
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
フ
レ
ン
ド

ーク
ラ
ブ
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
採
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
旬
の
野
菜

盛
り
合
わ
せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
大
歓
迎
∬

　
ク
ラ
ブ
活
動
に

　
　
　
　
　
興
味
の
あ
る
方

　
こ
れ
か
ら
こ
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
っ

と
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

壬
生
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

私
た
ち
Ｉ
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

会
社
勤
め
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

①
主
な
活
動
内
容

栽i
月第
3

7k
B讐
日

３

月

２

月

１

月

12

月

11

月

８

月

７

月

６

月

５

月

４

月

開
催月

定
例会

ぷ公称

八
八

壬
生
町

中
央
公

民
館

ま
つ

り

出
店

ス

キ
１

旅
行

忘
年会

壬

生
町

総合
産
業
ま
つ

り
出
店

壬
生
町

ふ

る
さ

と
祭

り

参
加

キ
ャ
ン
プ

イ
チ

ゴ
狩
り

ス
ポ

｜
ツ
交

流
会

新
入
ク
ー
フ
ブ
員
歓

迎
会

お
花
見

活

動

内

容

三
問
合
せ
先

　
経
済
部
農
務
諜
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
Ｉ
Ｉ
８
４
０
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『夕鶴』|

2月５日(土)

ｒﾄﾞ後６時30分開演

i71指定席　5,000円

【●10月８日発売

゛
・
『
・
↓
善
盲
璧
竟
何
銀
署
⑥

　 　 　 ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ㎜

　 　 〃 ｡ ･ 1

J ' ･ ･ . i ･

－ : s ・

(上田)未来ちゃんご兄弟大垣

会　　場　壬生中央公民館犬ホール(城址公園ホール)

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、

　町施設振興公社で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館宣82－0108

・
・
　
・
∇
．
．
　
士
・
’
‐
‐
ド
ニ
ー
一
　
　
一

二
九
．
・
…

…
゜

…
…
…
ド
ヒ
．
‘
｛
爪
に

‘
‘
よ
犬
・

黙犬｡ﾉﾀﾞ

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子

育
て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法

　
等
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係
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絵画「みんななかよし」
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回
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内
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江
様
①
　
　
　
　
　
　
５
千
円

日
歌
研
師
範
連
盟
栃
木
県
支
部
様
⑦

　
　
　
　
　
　
　
２
万
５
千
７
４
０
円

日
歌
研
師
範
連
盟
栃
木
県
支
部
南
地
区

合
同
発
表
会
様
①
　
　
４
万
５
８
０
円

栃
木
県
歌
謡
協
会
ド
都
賀
地
区
様
⑩

５
万
円

壬生北小　１年
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犬
や
猫
な
ど
の
動
物
は
、
人
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
騒
音
や
悪

臭
な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

も
絶
え
ま
せ
ん
。
安
易
に
動
物
を
捨
て

た
り
、
虐
待
し
た
り
す
る
事
件
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
は
、
命
あ
る
動
物
の
一
生
の

面
倒
を
み
る
と
い
う
強
い
自
覚
と
責
任

感
を
待
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

心 ゛

壬生北小　２年

　　平渾里菜…………=.……=………
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凪100古紙配合率100%再生紙を使用しています

　　　●　●　●　　　介国町
　　　護民県

　　　保健民，　険市税
諒いいに

期聶　険３
眼識　税期

11収　－゛゛

　　　　４月　４　　期
１期　‾
日－

10

月

の

納

税

等
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